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むらのできごとむらのできごと

　村の新規採用職員３人と北海道科学大学工学

部建築学科の３年生は、オンラインで「地域活

動と社会貢献」をテーマに意見交換を行いまし

た。村職員から、村の産業や観光、自分の担当

する業務について説明した後、大学生から「公

務員をめざしたきっかけ」「猿払村を選んだ理由」

などの質問を受けて職員が回答。同世代の職員

の仕事の様子に触れて、多くの学びや考える機

会になったなどの感想がありました。村と同大

学は平成24年に地域連携協定を締結し、相互交

流などの取組みを継続的に実施してきています。

　旭川医科大学看護学科精神看護学教授の長谷

川博亮氏をお招きし、「職場内でのコミュニケー

ション技法を学ぶ」と題して自殺予防講演会が

役場交流センターで行われ、50人の方が来場し

ました。「自殺は予防ができる」とのことから、

自殺予防として自分の理想や感情をのせない

「上手な怒り方」や相手を配慮しつつ自分の主

張を第一にする「アサーティブな話し方」、職

場で悩んでいる仲間への接し方などすぐにでも

実践できる様々なコミュニケーション技法を教

えていただきました。

　このたび、「寺沢組・国土開発工業経常建設

共同企業体」様、「寺沢組・三洋・北陽経常建

設共同企業体」様から、じゃがいも200㎏を寄

附いただきました。村民に美味しいじゃがいも

を食べてほしいとの思いから、寄附をいただき

ましたので、猿払村の保育所や小中学校、老人

ホームなどの給食に活用する予定です。

　たくさんのご寄附に感謝いたします。

　２日間にわたり生活改善センターにて猿払村

文化祭作品展が開催されました。村内の文化団

体や個人による、凧、手工芸、陶芸、押し花な

ど数多くの作品が展示され、多くの方が来場し

ました。中には出展者に作品の作り方を訪ねて

いる様子も見られました。

　また、同会場にて小中学生書道・絵画展も開

催され、児童生徒が一生懸命作成した作品が展

示されました。

　伊藤村長から旭川建装株式会社様（代表取締

役　吉田 宗利 氏）に感謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、地域貢献活動の一環として、

国道浜猿払新冨士見橋水道添架管保温筒の塗り

替え作業に奉仕され、本村のライフラインの保

全に尽力されたことに感謝の意を込め贈呈され

ました。

　稚内地方法人会女性部主催、第11回税に関す

る絵はがきコンクールの表彰状贈呈式が行わ

れ、３人の児童が表彰されました。このコンクー

ルは、税金が毎日の生活でどのように役立って

いるのか小学生に理解と関心を深めてもらうた

めに行われています。また、入賞作品は11月11

日から18日まで稚内市キタカラ１階アトリウム

で展示されました。以下受賞者紹介（敬称略）

最優秀賞：山田　望結、優秀賞：太田　恋羽、

稚内税務署長賞：太田　夢々

　伊藤村長から寺沢組・国土開発工業経常建設

共同企業体様に感謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、社会貢献活動の一環として、

知来別地区の水道施設の草刈り及び村営牧野の

清掃など、本村の敷地整備活動に貢献されたこ

とに感謝の意を込めて贈られました。

　伊藤村長から北進開発株式会社様（代表取締

役　中村 弘一 氏）に感謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、地域貢献活動の一環として、

保健福祉総合センターや国保病院など計94区画

の駐車場区画線整備を実施し、本村の環境美化

活動に貢献されたことに感謝の意を込めて贈ら

れました。

大学と村をつないだ連携事業
場日　  10月28日(水)                役場

環境美化活動に貢献
場日　  10月20日(火)                役場

コミュニケーションで自殺を予防
　  11月10日(火)                交流センター場日

美味しいじゃがいもを村民に
　  11月６日(金)                役場場日

ライフラインの保全に尽力
場日　  11月12日(木)                役場

敷地整備活動に貢献
場日　  10月29日(木)                役場

３名の小学生が入賞
場日　  11月４日(水)                浜鬼志別小学校

素敵な作品が多数展示！
　  11月７日(土)・８日(日)          生活改善センター場日




